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　2月4日、四季の里前通りを利用して、第1回小美玉市駅伝
大会が開催されました。
　当日は天候にも恵まれ、みんなの期待をタスキにかけた
選手たちが元気いっぱい区間を走りぬきました。沿道にはた
くさんの人が駆けつけ選手たちに声援をおくっていました。
　結果は広報おみたま3月号でお知らせします。

空港の愛称が決定！
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　平成21年度の開港を目指し整備が進められている百里飛行場の愛称については、昨年中に全国から公
募をしておりましたが、この度、茨城県において決定されました。

決定された愛称は、

『茨 城 空港』（英語標記：IBARAKI  AIRPORT） です。
　茨城県は、この愛称について、茨城県にある空港ということが誰にでもわかり、今後の幅広い利用促進が
最も期待できることや簡潔でわかりやすく使用しやすいことなどの理由から決定されました。
　決定された愛称については、今後、パンフレットへの掲載やオリジナルグッズへの活用、またターミナル
ビルや道路案内標識、空港ダイヤ（時刻表）などに掲示されることになります。

　詳しくは
　茨城県企画部空港対策室のホームページ
　（http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/kuko/index.htm）をご覧ください。

　今後とも「茨城空港」をご支援いただきますようよろしくお願いいたします。

空港の愛称が決定！空港の愛称が決定！空港の愛称が決定！

　1月17日に、「米軍再編に係る百里基地への訓練移転に関する協定」について、東京防衛施設局と小美玉市、鉾田市及
び行方市（茨城県知事立会い）との間で協定書を締結しました。
　また、翌18日に3市長で久間防衛大臣を訪れ、地域振興策等について特段の配慮をいただけるよう要望を行いました。

米軍再編に係る協定書締結米軍再編に係る協定書締結米軍再編に係る協定書締結

い ば ら き 　 く う こ う

　飯島利武氏（小美玉市国民健康保険運営協議会長）が1月26日に
開催された茨城県国民健康保険運営協議会長会総会において、同
会の会長に引き続き4選されました。任期は平成19年1月26日から
平成21年1月25日までです。

飯島利武氏が茨城県国保運協会長会の会長に4選飯島利武氏が茨城県国保運協会長会の会長に4選飯島利武氏が茨城県国保運協会長会の会長に4選

久間防衛大臣要望協定書締結

平成 19年 2月 15日　広報おみたま
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　1月17日、第2回小美玉市まちづくり審査会（高野恒雄会長）が開催され、次の8つの住民団体が新たにま
ちづくり組織として認定されました。今後は、住民主体のまちづくりの先導役として市内各地での更なる活
躍が期待されます。

新たに「まちづくり組織」が認定されました！！新たに「まちづくり組織」が認定されました！！新たに「まちづくり組織」が認定されました！！新たに「まちづくり組織」が認定されました！！

銘柄産地のいちごをPR銘柄産地のいちごをPR
　1月30日、「おがわ・みのり」のいちごとし
て、茨城県青果物銘柄産地の指定（平成14
年より）を受けている、JA常陸小川とJA美
野里町の各生産部会の代表者（佐川貴氏、山
口芳夫氏、田口和宏氏、久野茂榮氏の4名）
が市役所を訪れいちごのPRをしました。

①居住者間のための各種娯楽、運動及び旅行等の計画実施
②快適な環境づくりのための区内の定期的共同清掃の実施
③慶弔及び災害見舞金の贈呈
④「小美玉市羽鳥十二所テレビ共同受信組合」に関する事務
⑤その他、総会において必要と認めた事項

304
（世帯）

174
（世帯）

12名

41名

24名

268
（世帯）

25名

23名

伊藤　伸吾

白田　幸生

山下　栄次郎

中野　敏雄

中島　淨

白根沢　勝

谷仲　和雄

斉藤　弘行

羽鳥十二所区会

羽鳥花館区

男の健康料理

玉里の史跡と
自然を護る会

田木谷地区
まちづくり同好会

脇山区

百里バルーンクラブ

玉里しみじみの村

活動内容 会員数活動目的代表者名称

①文化、教養、体育に関すること
②施設及び環境衛生に関すること
③公共物の管理維持に関すること
④地域住民の親睦に関すること
⑤公共団体との連絡協調に関すること
⑥市当局よりの諸連絡事項等通達に関すること
⑦その他、区内の共同福祉に関すること

①生活習慣病予防のための知識習得
②健康の維持増進のための調理を男でもできる
　ようにする研修・実習の実施

①コメリ前の花壇の維持管理作業
②国道355号沿線の歩道の除草や清掃
　（花壇から四ヶ村駅までの約1.7ｋｍ）
③その他必要と思われる活動

①環境の美化、整備に関すること
②福祉、親睦に関すること
③文化、教養、娯楽に関すること
④健康、体育に関すること
⑤行政連絡の迅速、円滑な運営に関すること
⑥公民館、その他区施設の維持管理に関すること
⑦その他、目的達成に必要な事業

①百里飛行場近隣地域における各種地域振興事業の実施
②熱気球を中心とするスカイスポーツ体験会並びに子供教室の実施
③熱気球を中心とするスカイスポーツ操縦技術の習得・訓練
④熱気球を中心とするスカイスポーツ各種講習会の実施
⑤熱気球を中心とするスカイスポーツ大会への参加
⑥その他本会の目的達成に必要と認めた事業

①「うさぎまつり」をはじめとする交流イベント等の開催
②交流資源となる地域資産の情報発信活動
③小美玉市と協働し、「しみじみの家」や周辺公共
　用地の管理運営ボランティア
④上記目的のための調査研究活動

①玉里地区の史跡・名所等の整備・維持
②玉里地区の史跡・名所等のPR活動（聞き取り・案内）
③その他

会員相互の協力によって居住者間の親睦
と、羽鳥十二所区の快適な住環境の育成
発展に寄与することを目的とする。

地域住民の親睦を図ると共に市当局の末
端の諸通達等を密接にする機関とする。
又教養の向上、並びに共同福祉の増進を
図ることを目的とする。

定期的に食生活改善を目的とした調理実
習を行い健康の維持増進に努める。

田木谷地区を中心に国道355号沿線を花
と緑で整えると共に、歩道を清掃し、地域
の環境整備と住民の融和を図ることを目
的とする。

区民の親睦を図るとともに、区の環境整
備、福祉の向上を図るものとする。

青少年を中心にすべての世代の人々に対
して熱気球やスカイスポーツを通して各
種社会文化事業を行い、地域社会の振興
と青少年の健全育成に寄与するとともに、
会員相互及びスカイスポーツ愛好者との
親睦を深めることを目的とする。

玉里総合文化センター及びその周辺を将
来のまちづくり拠点ととらえ、住民主体で
さまざまなメニューを創り出し、たくさんの
お客さまを迎え入れ、活発に交流の輪を
広げていくという、明日の魅力的な玉里地
域づくりを推進することを目的とする。

史跡・自然の愛護に努め、後世に受け継ぐ
ことを目的とする。

地域振興課　☎４８－１１１１　内線 1221【問い合わせ】

広報おみたま　平成 19年 2月 15日
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小美玉市農業委員会委員一般選挙

　農業委員会委員選挙人名簿登載申請書
に基づき作成した選挙人名簿に登載され
ている方となります。
　ほかの選挙とは異なり、投票の要件を
満たす方であっても、選挙人名簿に登載
されていない場合は投票することができ
ません。

投 票 日
３月４日（日）

投票時間は
午前７時～午後６時まで

投票できる人は

　開票は投票日の午後7時から美野里公
民館で行います。

開票は即日

　入場券をなくしたり忘れたりした場合
でも、当日投票所の受付係に申し出て、本
人と確認できれば投票できます。

入場券をなくしたら

期　　間　2月26日（月）～3月3日（土）まで
投票時間　午前8時30分～午後8時まで

場　　所
　美野里地区にお住まいの方…小美玉市役所本庁
　小川地区にお住まいの方…小川総合支所
　玉里地区にお住まいの方…玉里総合支所

ほかの選挙と投票区が異なり、次の31投票所となります。

期日前投票

投票所

選挙管理委員会（市役所総務課内）　☎４８－１１１１　内線 1282・1283【問い合わせ】

投票地区

第1投票区

第2投票区

第3投票区

第4投票区

第5投票区

第6投票区

第7投票区

第8投票区

第9投票区

第10投票区

第11投票区

第12投票区

第13投票区

第14投票区

第15投票区

第16投票区

第17投票区

第18投票区

第19投票区

第20投票区

第21投票区

第22投票区

第23投票区

第24投票区

第25投票区

第26投票区

第27投票区

第28投票区

第29投票区

第30投票区

第31投票区

小美玉市役所

JA美野里町堅倉支所

西郷地公民館

三箇公民館

農村女性の家

手堤新農村集落センター

柴高田園都市センター

竹原幼稚園

竹原中郷公民館

希望ヶ丘区公民館

羽鳥公民館

小川幼稚園

立延公民館

小塙公民館

下田（一）コミュニティーセンター

宮田新農村集落センター

野田幼稚園

佐才コミュニティーセンター

世楽コミュニティーセンター

上吉影公民館

上合公民館

下吉影小学校

貝谷公民館

橘幼稚園

外之内公民館

倉数公民館

山野公民館

山川ふるさとコミュニティセンター

玉里保健福祉センター1階ロビー

玉里北小学校（学童保育室）

玉川地区学習等供用施設（学習室）

堅倉、大曲、仲丸、西明地

上小岩戸、小岩戸、先後

西郷地、橋場美、清風台

上鶴田、下鶴田、長砂、三箇

手堤、大笹、高田

柴高

竹原、竹原下郷、中野谷

竹原中郷、上馬場

花野井、小曽納、中台、希望ヶ丘

立延

下馬場、小塙、幡谷

中根、下田一、下田二

宮田

佐才

世楽

上吉影、前原

上合、飯前、前野

下吉影本田、下吉影宿、荒地

貝谷、下吉影古新田、南原

与沢、羽木上、与沢百里

外之内

倉数川前、倉数川向

山野、川戸

上高崎、下高崎、上玉里、田木谷駅前

田木谷、栗又四ケ、新高浜

岡、大井戸平山、川中子

投票所名 地区名

納場、部室、江戸、寺崎、張星、羽刈、北浦、
江戸住宅、 五万堀

駅前、羽鳥、高場、脇山、花館、中峰、大谷、十二所、
金谷久保、東平、羽刈前、旭、羽鳥市営住宅
本田町、中田宿、大町、橋向、横町、川岸、坂上、
坂下、 二本松

稲荷坪、野田本田、新林、野田古新田、隠谷、鷺沼、
伏沼

山川、清水頭、百里自営、百里開拓、田中台、
小川ニュータウン

平成 19年 2月 15日　広報おみたま
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　小美玉市では、生活排水による河川等の水質の汚濁を防ぐため、公共下水道に生活排水を排水できない地域（現在下
水道が使えない地域でも事業認可を受けていない地域は対象外となります）において、高度処理型の合併処理浄化槽
を設置する方に補助する制度があります。 
　平成18年度分で補助を希望される方は、残りわずかですので早めに申請をお願いします。
　浄化槽1基あたりの補助の額については、以下のとおりです。

■放課後児童クラブとは■
　保護者が仕事などで昼間家庭にいない小学校に就学している児童に対して、授業終了後にクラブを利用して、遊び
や生活の場を与え健全な育成を図ることを目的としています。

■対象■
　昼間保護者が家庭にいない小学校新１～新３年生の児童

平成１９年度 放課後児童クラブへ入会する児童を募集します平成１９年度 放課後児童クラブへ入会する児童を募集します平成１９年度 放課後児童クラブへ入会する児童を募集します平成１９年度 放課後児童クラブへ入会する児童を募集します

高度処理型合併浄化槽設置補助の申請はお早めに‼高度処理型合併浄化槽設置補助の申請はお早めに‼高度処理型合併浄化槽設置補助の申請はお早めに‼高度処理型合併浄化槽設置補助の申請はお早めに‼

　小美玉市ではゴミの減量化及び生活環境の保全を図るために、生ゴミ処理機・生ごみ処理容器（コンポスト）を設置
する方に対し、その費用の一部の補助を行っていますので、ぜひご活用下さい。

生ごみ処理機・生ごみ処理容器（コンポスト）の補助を行っています生ごみ処理機・生ごみ処理容器（コンポスト）の補助を行っています生ごみ処理機・生ごみ処理容器（コンポスト）の補助を行っています生ごみ処理機・生ごみ処理容器（コンポスト）の補助を行っています

■申請及び問い合わせ■
名　　称

げんきっ子クラブ
ヴィガークラブ
さくらっ子クラブ
みるクラブ
小川クラブ
玉里小クラブ
玉里北小クラブ
玉里東小クラブ

納場保育園（納場111-1）
太陽保育園（鶴田136-5）
さくら保育園（小川370-1）
玉里第二保育園（上玉里1126-1）
旧下吉影幼稚園（下吉影686-1）
玉里小学校（上玉里1039）
玉里北小学校（栗又四ケ986）
玉川地区学習等供用施設（下玉里2058）

48－1789又は48－3586（納場保育園）
48－2253（太陽保育園）
58－4821（さくら保育園）
58－2643（玉里第二保育園）
48－1111（小川総合支所　保健福祉課）

48－1111（玉里総合支所　保健福祉課）

場　　所 問い合わせ先

窒素またはりん
除去型浄化槽

窒素およびりん
除去型浄化槽

（N型）  ５人槽：444,000円
  ７人槽：486,000円
 10人槽：576,000円

（NP型） ５人槽：702,000円 
 ７人槽：975,000円

補助対象者　小美玉市内に住所を有する方。ただし、法人は除く。

補助額

※補助金交付の対象は、右記の基準に適合しているものに限ります。 ※補助の範囲は、１世帯当たり１基を限度とする。
※補助を希望される方は、購入する前に市役所へ
　申請してください。詳しくは、環境課又は、小川・玉里各支所生活環境課までお問い合わせください。

⑴生ごみ処理容器は有効容量が100リットル以上のもの
⑵生ごみ処理機は屋内設置が可能なもの
⑶材質が耐水性及び耐久性を備えたもの
⑷臭気等の発散及び雨水等の流入を防止するため
　のふたを備えたもの

種　　　類
生ごみ処理容器
（コンポスト）

生ごみ処理機

１容器につき購入価格の３分の１とし（100円未満切捨て）
その額が2,000円を超える場合は、2,000円を限度とする。

環境課    ☎４８－１１１１ 内線1143
小川総合支所　生活環境課 ☎４８－１１１１ 内線2121
玉里総合支所　生活環境課 ☎４８－１１１１ 内線3223

【問い合わせ】

補　　　助　　　額

１基につき購入価格の３分の１とし（100円未満切捨て）
その額が8,000円を超える場合は、8,000円を限度とする。

広報おみたま　平成 19年 2月 15日



6

白根沢　貞光　☎４６－１３５１【問い合わせ】

玉里史料館　　☎２６－９１１１
小川資料館　　☎５８－５８２８

【問い合わせ】

出  演  者　浪曲漫談「玉川カルテット」　歌謡ショー「星 きよし」
と　　 き　3月11日（日）
　　　　　開演 午後2時　　開場 午後1時30分

と   こ   ろ　四季文化館（みの～れ）森のホール
入場料金　前売券2,000円　当日券2,500円　全席自由
　　　　　 ※未就学児の入場はご遠慮ください。
　　　　　 ※入場券発売中！

主　　催　小美玉市文化協会美野里支部

◆入場券取扱場所◆
小川文化センター（午前９時～午後５時：月曜休館）
四季文化館（みの～れ）（午前9時～午後9時：休館日なし）
美野里公民館
（午前9時～午後5時：水曜休館）
羽鳥ふれあいセンター
（火曜 午後1時～午後5時　水曜･金曜 午前9時～午後5時
  土曜 午前9時～正午）
玉里総合文化センター コスモス
（午前9時～午後5時：月曜休館）

文化振興課（小川総合支所内）　　☎４８－１１１１　　内線2241
事務局　鈴木　　　　　　　　　☎４６－１８６２【問い合わせ】

爆笑演芸会爆笑演芸会爆笑演芸会 －小美玉市美野里支部文化協会祭－

　羽鳥ふれあいセンターにおいて、ひょうたん愛好会の作品を展示します。
　愛好会以外の作品も展示しますので、作品をお持ちの方はご連絡ください。

と　 き　2月27日（火）～ 3月4日（日）
　　　　午前９時～午後５時
と こ ろ　羽鳥ふれあいセンター２階
入場料　無料

第１会場　玉里史料館　第２会場　小川資料館
会　期　3月11日（日）まで

■記念講演会(聴講無料)
　関東地方における農耕社会の成立と特色
　　2月25日（日）　午後2時
　講　師　小倉淳一氏（法政大学専任講師）
　会　場　小川公民館
　弥生文化成立期前夜の東関東―縄文貝食民と弥生再葬墓の世界―
　　3月4日（日）　午後2時
　講　師　小林青樹氏（國學院大學栃木短期大學助教授）
　会　場　玉里総合文化センター

■他の関連事業
　☆展示解説会（参加料無料）
　　3月11日（日）
　玉里史料館　午前11時
　小川資料館　午後1時30分

「縄文の闇、弥生の光」開催中！「縄文の闇、弥生の光」開催中！「縄文の闇、弥生の光」開催中！

小美玉市ひょうたん展示会小美玉市ひょうたん展示会小美玉市ひょうたん展示会

参考展示

平成 19年 2月 15日　広報おみたま
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と　　き　毎月　第2木曜日　午前10時～正午
と   こ   ろ　美野里公民館
講　　師　塩沢良江先生
月　　謝　500円（花代別）
持  参  品　花ばさみ、新聞紙
問い合わせ　梶山　☎４６－６５２３
　　　　　神長　☎４６－０６９３

　フラワーアレンジメントに興味をお持ちの方、チャレ
ンジしてみませんか？生花とブリザーブドを使っての、
可愛いアレンジメント！どなたでも随時入会できます。

フラワーアレンジメント同好会
仲間募集仲間募集

ドライフラワーにガラスコーティングして一輪差しを作ります。

と　　き　3月17日、31日（土）午前10時～正午
と   こ   ろ　羽鳥ふれあいセンター
講　　師　長谷川美也子先生
参  加  費　1人1,500円
募集人員　15人

申  込  み　2/28（水）、3/2（金）、3/7（水）午前9時～午後5時まで
　　　　　3/3（土）午前9時～正午まで
　　　　　3/6（火）午後1時～午後5時までに
　　　　　羽鳥ふれあいセンターへ参加費を添えてお申込みください。
問い合わせ　羽鳥ふれあいセンター　☎４６－４７４８

グラスフィオーレ教室グラスフィオーレ教室グラスフィオーレ教室手作り講座 （花をガラスコーティング）

いまブレイク中のマジック！あなたも挑戦してみませんか？

と　　き　3月9日（金）午前10時～正午
と   こ   ろ　農村女性の家
講　　師　みのりマジッククラブ
参  加  費　500円
募集人員　15名（先着順）

申  込  み　2/28（水）、3/2（金）午前9時～午後5時まで
　　　　　3/3（土）午前9時～正午まで
　　　　　参加費を添えて農村女性の家までお申込ください。
問い合わせ　農村女性の家　☎４８－１７５７

マジック教室マジック教室マジック教室手作り講座

入学式、卒業式に手作りのコサージュで胸元を飾ってみませんか？

と　　き　3月10日（土）午前10時～正午
と   こ   ろ　羽鳥公民館
講　　師　内田ひろ子先生
参  加  費　1,200円
募集人員　15人（先着順）

申  込  み　2/26（月）、3/1（木）午前9時～午後5時まで
　　　　　2/27（火）、3/3（土）午前9時～正午までに
　　　　　羽鳥公民館に参加費を添えてお申込みください。
持  ち  物　筆記用具、紙切りばさみ（キッチンばさみ）、ペンチ
　　　　　　　☆ブリザーブトフラワーを３種類用意します。その中から選んで製作していただきます。

問い合わせ　羽鳥公民館　☎４６－１５１９

手作りコサージュ手作りコサージュ手作りコサージュ手作り講座

自主講座

宮澤賢治生誕111年に歌う！  永訣の朝 他  千の風になって
コンサート開催予定日　12月初旬
会　　場　小川文化センター大ホール
発  会  式　2月24日（土）午後7時　小川公民館
練  習  日　3月～8月まで月2回土曜日、9月～毎週土曜日
練習時間　午後7時～ 9時
練習会場　小川公民館
合唱指導　加瀬和子
会　　費　15,000円（2月～11月全期間での金額）
入  会  金　2,000円（コール初参加の方）
　　　　　中・高校生3,000円（2月～ 11月全期間での金額）（入会金なし）
募集年齢　中学生～
問い合わせ　加瀬　☎５８－２２５２
　　　　　　　　☎･FAX５８－１１６７

　歌うことが大好きな方、大歓迎です！

混声合唱団　コール小川
団員募集団員募集

自主講座

広報おみたま　平成 19年 2月 15日
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資　

格　

 

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

採
用
日　

 

19
年
3
月
下
旬

試
験
予
定
日　

3
月
上
旬

試
験
会
場　

勝
田
駐
屯
地（
予
定
）

初
任
給　

 

１
５
７
，５
０
０
円
〜
/
月

（
ボ
ー
ナ
ス
：
年
2
回
計

４
．
４
５
ヶ
月
分
）
平
成

18
年
4
月
1
日
現
在

任
期
制　

 

陸
上
2
年
を
1
任
期
、
海

上
・
航
空
は
3
年
を
1
任
期

（
2
任
期
以
降
は
各
2
年
）

 
 
 
 
﹇ 

特
別
退
職
手
当
：
1
任
期
満

了
時
、陸
５
９
８
，６
６
７
円
、

海
・
空
９
３
６
，４
９
９
円

が
支
給
さ
れ
、
引
き
続
き
勤

務
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
﹈

平
成
18
年
4
月
1
日
現
在

問
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

　

☎
０
２
９-

２
３
１-

３
３
１
５

　

http://w
w
w
.ibaraki.plo.jda.go.jp

　

E
メ
ー
ル

　
　

hp1@
ibaraki.plo.jda.go.jp

　

茨
城
県
で
は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

全
般
に
習
熟
し
た
建
築
士
を
養
成

し
、「
住
宅
耐
震
・
リ
フ
ォ
ー
ム
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
登
録
名
簿
を

公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
ま
い
の

耐
震
改
修
や
防
犯
対
策
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
検
討
さ

れ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
現
地
相
談（
調
査
）を
希
望

さ
れ
る
方
に
は
、（
社
）茨
城
県
建
築

士
事
務
所
協
会
に
て
、
ご
近
所
の
リ

フ
ォ
ー
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
事

業（
有
料
）を
行
い
ま
す
の
で
、
併
せ

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
県
土
木
部
都
市
局
住
宅
課 

　

民
間
住
宅
・
住
宅
指
導
担
当

　

☎
０
２
９-

３
０
１-

４
７
５
９

　
（
社
）茨
城
県
建
築
士
事
務
所
協
会

　

☎
０
２
９-

３
０
５-

７
７
７
１

　

新
規
創
業
す
る
方
を
応
援
し
ま
す
!

　

こ
の
制
度
は,

地
域
に
貢
献
す
る

事
業
を
行
う
法
人
を
設
立
、
ま
た
は

個
人
事
業
を
開
業
し
た
方
が
、
65
歳

未
満
の
※
非
自
発
的
離
職
者
を
1
人

以
上
含
む
2
人
以
上
の
常
用
労
働
者

及
び
短
時
間
労
働
者
を
雇
用
し
た
場

合
に
、
新
規
創
業
に
係
る
経
費
及
び

労
働
者
の
雇
入
れ
に
つ
い
て
支
援
す

る
制
度
で
す
。

　

平
成
19
年
1
月
か
ら
、
全
国
共
通

の
10
分
野
と
あ
わ
せ
て
、
小
美
玉
市

が
独
自
に
指
定
す
る
地
域
重
点
分
野

と
し
て
、
新
た
に
3
業
種
を
対
象
に

設
定
し
ま
し
た
。

　

※ 

非
自
発
的
離
職
者
＝
「
自
己
都
合
」

や
「
自
己
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理

由
」
に
よ
ら
な
い
で
離
職
し
た
者

の
こ
と
（
例
：
倒
産
・
リ
ス
ト
ラ

に
よ
る
解
雇
・
定
年
な
ど
）

●
地
域
貢
献
事
業
の
種
類

　

国
が
指
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　

10
分
野（
全
国
で
適
用
）

　

⑴
個
人
・
家
庭
向
け
サ
ー
ビ
ス

　

⑵
社
会
人
向
け
教
育
サ
ー
ビ
ス

　

⑶
企
業
・
団
体
向
け
サ
ー
ビ
ス

　

⑷
住
宅
関
連
サ
ー
ビ
ス

　

⑸
子
育
て
サ
ー
ビ
ス

　

⑹
高
齢
者
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

　

⑺
医
療
サ
ー
ビ
ス

　

⑻
リ
ー
ガ
ル
サ
ー
ビ
ス

　

⑼
環
境
サ
ー
ビ
ス

　

（10）
地
方
公
共
団
体
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

　

 

小
美
玉
市
の
地
域
重
点
分
野（
平
成

19
年
1
月
よ
り
小
美
玉
市
で
適
用
）

　
【
地
域
産
業
活
性
化
分
野
】

　

・
飲
食
料
品
小
売
業

　
　
（
日
本
標
準
産
業
分
類
中
分
類
：
J
5
7
）

　

・
そ
の
他
の
小
売
業

　
　
（
日
本
標
準
産
業
分
類
中
分
類
：
J
6
0
）

　

・
一
般
飲
食
店

　
　
（
日
本
標
準
産
業
分
類
中
分
類
：
M
7
0
）

●
助
成
額

　

⑴
新
規
創
業
支
援
金

　
　

 　

創
業
か
ら
6
ヶ
月
以
内
に
要

し
、
且
つ
支
払
っ
た
創
業
経
費

の
3
分
の
1
を
支
給
し
ま
す
。

　
　
　

イ 

法
人
設
立
又
は
個
人
事
業

の
開
業
に
関
す
る
事
業
計

画
作
成
費

　
　
　

ロ
職
業
能
力
開
発
経
費

　
　
　

ハ
設
備
・
運
営
経
費

　
　

上
限
額
：
1
5
0
万
円
〜
5
0
0
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（ 

雇
入
れ
人
数
等
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。）

　

⑵ 

雇
入
れ
奨
励
金
及
び
追
加
雇
入

れ
奨
励
金

　
　

 　

非
自
発
的
離
職
者
1
人
に
つ

き
30
万
円（
短
時
間
労
働
者
の
場

合
は
15
万
円
）を
支
給
し
ま
す
。

　

問（
社
）茨
城
県
雇
用
開
発
協
会

　

〒
３
１
０-

０
８
０
３

　
　

茨
城
県
水
戸
市
城
南
１-

１-

６

　
　
　
　
　

サ
ザ
ン
水
戸
ビ
ル
３
F

　

☎
０
２
９-

２
２
１-

６
６
９
８

　

℻  
０
２
９-

２
２
１-

６
７
３
９

　

国
土
交
通
省
で
は
、
利
根
川
水
系

の
国
が
管
理
し
て
い
る
区
間
に
つ
い

て
、
関
係
住
民
の
ご
意
見
等
を
踏
ま

え
た
「
河
川
整
備
計
画
」
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

問
関
東
地
方
整
備
局

　

河
川
部　

河
川
計
画
課   

　

☎
０
４
８-

６
０
０-

１
３
３
５

　

http://www.ktr.mlit.go.jp/tonegawa-plan/

　

霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所　

調
査
課

　

☎
０
２
９
９-

６
３-

２
４
１
５

3月4日・11日

◆受付　午前９時～１１時３０分 　午後１時～３時３０分

◆受付  午前９時～１１時３０分・午後１時～３時３０分

日

4

11

3月3日・4日・10日・11日

◆受付 　午後７時～１０時３０分

休日診療当番医(外科)休日診療当番医(外科) 緊急診療所（内科・小児科）緊急診療所（内科・小児科）
3月3月3月 3月3月3月緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎２３－３５１５

休　日

夜　間

 外　　　科

渡辺クリニック （石岡市） ☎(26)7633 

関クリニック （石岡市） ☎(23)8300 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
相
談
は

　
「
住
宅
耐
震
・
リ
フ
ォ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
へ

地
域
創
業
助
成
金

に
つ
い
て

河
川
整
備
計
画
を

　
　

進
め
て
い
ま
す
!

申

自
衛
官
募
集

　
2
等
陸
・
海
・
空
士（
男
性
）

平成 19年 2月 15日　広報おみたま
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四季の歌
～季節を詠む　時流を詠む～

小
川
短
歌
会

　

身
の
巡
り
整
理
終
へ
ぬ
に
こ
の
年
も
暮
れ
て
ゆ
く
な
り
木
枯
ら
し
が
沁し

む　
　
　
　

永　

作　

喜
代
子

　

働
き
し
証
ぞ
と
友
は
誉
め
く
れ
ぬ
節ふ

し
く
れ榑
立
ち
た
る
わ
が
手
を
と
り
て　
　
　
　
　
　

山　

口　
　
　

清

　

ふ
る
さ
と
に
い
く
人
の
友
長
ら
う
や
七
度
の
干え

と支
巡
る
こ
の
年　
　
　
　
　
　
　
　

鶴　

町　

俊　

子

　

旅
先
で
君
の
手
を
取
り
歩
む
と
き
い
つ
し
か
心
の
弾
み
く
る
な
り　
　
　
　
　
　
　

宮　

本　

長　

治

　

厨く
り
や

か
ら
江
差
追
分
聞
こ
え
く
る
炊
ぎ
つ
つ
母
が
弾
め
る
声
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

辺　

静　

香

み
の
り
短
歌
ク
ラ
ブ

　

電
話
受
け
て
走
り
書が

き

せ
し
夜
の
メ
モ
判
読
出
来
ず
し
ば
し
く
る
し
む　
　
　
　
　
　

白
根
沢　

清　

香

　

あ
る
時
は
め
ん
ど
う
だ
け
ど
あ
る
時
は
い
や
さ
れ
て
い
る
犬
と
の
散
歩　
　
　
　
　

菊　

地　

道　

子

　

満
開
に
コ
ス
モ
ス
咲
け
る
み
は
ら
し
の
丘
よ
り
光
る
海
日
立
港
見
ゆ　
　
　
　
　
　

矢　

野　

寅　

男

　

丈
高
き
庭
の
コ
ス
モ
ス
咲
き
満
ち
て
う
す
紅

く
れ
な
い

の
一
輪
活
け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆　

藤　

充　

孝

　

世
に
在
ら
ば
最
高
齢
者
と
同
じ
母
百
十
一
歳
と
う
紙
面
に
思
う　
　
　
　
　
　
　
　

宇
津
野　

岩　

子

　

 　みの
り
短
歌
教
室

　

赤
や
黄
に
畦
を
彩
る
草
紅
葉
え
の
こ
ろ
草
も
綿
毛
を
揺
ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

ま　

さ

　

栗
畑
に
生
れ
し
男
松
を
培
い
て
五
十
年
過
ぐ
庭
木
の
あ
る
じ　
　
　
　
　
　
　
　
　

白　

井　

ふ
く
江

　

一
年
余
透
析
受
け
し
友
逝
き
て
師
走
二
度
目
の
斎
場
に
立
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

て
る
え

　

断
崖
の
裾
を
彩
る
紅
葉
は
久
慈
の
山
な
み
染
め
て
照
映
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚　

本　

き
ぬ
子

　

霜
の
朝
赤
白
冴
え
し
葉
ぼ
た
ん
の
互か

た

み
に
映
え
て
庭
を
縁
ど
る　
　
　
　
　
　
　
　

野　

村　

美
智
子

玉
里
短
歌
会

　

卒
寿
に
て
生
き
る
喜
び
悲
し
み
を
歌
に
託
し
て
父
は
逝
き
け
り　
　
　
　
　
　
　
　

柴　

野　
　
　

哲         

　

水
澄
み
て
肥
た
る
沼
地
の
か
た
わ
ら
に
風
の
吹
く
ま
ま
蒲
の
穂
な
び
く　
　
　
　
　

石　

橋　

吉　

生 

　

お
み
く
じ
は
何
と
い
で
し
や
若
き
親
子
梅
の
木
に
結
び
帰
り
行
き
た
り　
　
　
　
　

石　

橋　

ひ　

ろ

　

北
極
の
氷
は
四
十
年
後
に
無
に
な
る
と
吾
等
は
見
聞
せ
ず
に
済
む
べ
し　
　
　
　
　

池　

上　
　
　

昭

　

颯
爽
と
「
蛍
の
光
」
指
揮
を
せ
し
藤
山
一
郎
顕た

つ
大お

お
み
そ
か

晦
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　

口　

初　

江

寄
稿

　

穏
や
か
に
過
ぎ
ゆ
く
年
令
を
山
畑
の
様
子
に
重
ね
て
季
を
思
い
ぬ　
　
　
　
　
　
　

平　

沢　

ヒ
ロ
江

小
川
俳
句
会

　

小
美
玉
の
山
河
覚
め
行
く
初
明
り　
　
　
　
　
　
　
　

河
原
井　

美　

代

　

添
書
き
の
ひ
と
文
字
う
れ
し
年
賀
状　
　
　
　
　
　
　

柏　

崎　

尚　

子

　

霊
峰
の
紫
雲
た
な
び
く
初
あ
か
り　
　
　
　
　
　
　
　

伊　

藤　

か
づ
子

　

書
初
め
は
大
き
な
文
字
に
夢
た
く
す　
　
　
　
　
　
　

内　

田　

と　

み

　

成
人
の
日
写
真
に
添
え
し
車
椅
子　
　
　
　
　
　
　
　

国　

友　

信　

子

み
づ
う
み
俳
句
会

　

初
東
風
や
投
函
の
音
聞
き
戻
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

村　

愛　

子

　

初
春
の
風
つ
か
ま
ん
と
稚こ
子
の
拳こ

ぶ
し　

　
　
　
　
　
　
　

中　

島　

恵　

子

　

厨
か
ら
は
し
る
水
音
年
新
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎　

本　

喜
代
子

　

新
玉
の
雲
た
な
び
け
り
加
波
筑
波　
　
　
　
　
　
　
　

堺　
　
　

重　

夫

　

雪
ど
か
と
降
ろ
し
て
軽か

ろ

き
雲
飛
べ
り　
　
　
　
　
　
　

和　

田　

一　

晴

み
の
り
俳
句
会　

　

炉
を
囲
み
父
母
と
語
り
し
時
遠
く　
　
　
　
　
　
　
　

篠　

原　

新　

草

　

梅
林
に
開
花
促
す
日
差
し
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

島　

田　

草　

心

　

黄
帽
子
の
下
校
児
寒
さ
吹
き
飛
ば
す　
　
　
　
　
　
　

坂　
　
　

光　

子

　

湯
豆
腐
に
明
日
へ
の
力
も
ら
ひ
け
り　
　
　
　
　
　
　

白
根
澤　

清　

香

　

初
詣
め
で
た
き
み
く
じ
引
き
申
す　
　
　
　
　
　
　
　

関　

本　

国　

子

欅
の
会

　

磨
き
た
る
玻は

り璃
に
こ
ぼ
れ
る
初
音
か
な　
　
　
　
　
　

池　

田　

よ　

し

　

師
走
風
表
に
待
た
せ
集
金
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

貞
一
郎

　

一
年
の
旅
の
始
ま
る
初
明
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村　

田　

妙　

子

　

冬
う
ら
ら
キ
ャ
ラ
メ
ル
色
の
野
が
ま
ぶ
し　
　
　
　
　

渡　

部　

み
つ
え

　

雪
来
る
か
携
帯
電
話
の
白
い
夢　
　
　
　
　
　
　
　
　

木　

村　

小
夜
子

く
る
み
の
会

　

あ
ど
け
な
し
声
の
洩も

る
る
や
初
電
話　
　
　
　
　
　
　

宮　
　
　

登
志
子

　

澄
み
渡
る
紫し

ほ
う峰
浮
び
し
初
景
色　
　
　
　
　
　
　
　
　

安　

彦　

昭　

子

　

山
鳩
の
つ
が
ひ
降
り
来
る
恵え

ほ
う
み
ち

方
道　
　
　
　
　
　
　
　

荒　

井　

栗　

山

　

地
下
足
袋
に
沃よ

く
ど土
の
や
は
し
鍬く

わ
は
じ
め始　

　
　
　
　
　
　
　

大　

山　

道　

子

　

一
村そ

ん

に
隈く

ま

な
く
わ
た
る
除
夜
の
鐘　
　
　
　
　
　
　
　

茅　

場　

久　

子

玉
里
俳
句
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

　

年
賀
状
残
る
戦
友
二
人
だ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅　

野　
　
　

誠

　

店
頭
に
迷
い
選
び
し
シ
ク
ラ
メ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

矢　

口　

友　

子

　

久
々
の
畔
の
散
歩
や
赤
の
ま
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

昭　

子

　

冬
ぬ
く
し
日
に
日
に
丸
く
稚や

や

の
頬ほ

ほ　
　
　
　
　
　
　
　

斉　

藤　

富　

子

　

踏
み
し
め
し
落
葉
は
土
に
還か

え

り
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　

大　

石　

康　

子

広報おみたま　平成 19年 2月 15日
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■消防庁長官表彰■
　［退職に際し銀杯を授与される元団員］
 　　1号報償  
　　　元玉里消防団　　分 団 長　　君　島　利　光
 　　2 号報償
　　　元小川消防団　　分 団 長　　村　山　和　浩　　　　分 団 長　　井　坂　　　孝
　　　　　　　　　　　分 団 長　　押　手　利　則　　　　分 団 長　　小　泉　和　巳
　　　　　　　　　　　分 団 長　　菊　池　和　樹　　　　分 団 長　　藤　田　敏　孝
　　　　　　　　　　　副分団長　　細　谷　重　元　　　　副分団長　　石　田　光　一
　　　　　　　　　　　分 団 長　　長　島　久　雄　　　　分 団 長　　近　藤　輝　男
　　　　　　　　　　　部　　長　　林　　　慎　一　　　　分 団 長　　青　山　博　光
　　　　　　　　　　　分 団 長　　中　島　一　郎　　　　分 団 長　　倉　田　英　臣
　　　元玉里消防団　　分 団 長　　矢　口　幸　雄　　　　分 団 長　　境　田　　　昇
　　　　　　　　　　　分 団 長　　高　橋　保　男　　　　分 団 長　　猪　狩　　　隆
　　　　　　　　　　　分 団 長　　片　岡　満　雄　　　　分 団 長　　高　野　昌　志
　　　　　　　　　　　分 団 長　　矢　口　　　安　　　　分 団 長　　遠　藤　秀　昭
　　　　　　　　　　　副分団長　　中　嶋　文　男　　　　分 団 長　　木　村　芳　久

■茨城県知事表彰■
　［退職に際し金杯を授与される団員］
　　　元小川消防団　　部　　長　　山　西　弘一郎　　　　班　　長　　平　本　真　一
　　　　　　　　　　　部　　長　　猪　田　光　一　　　　副分団長　　佐　藤　光　毅
　　　　　　　　　　　副分団長　　松　田　順　市　　　　副分団長　　高　橋　真　哉
　　　　　　　　　　　副分団長　　中　根　寿　明　　　　団　　員　　長谷川　康　一
　　　　　　　　　　　団　　員　　小　下　浩　史　　　　副分団長　　木名瀬　邦　康
　　　　　　　　　　　部　　長　　沼　田　利　弘　　　　団　　員　　関　　　英　之
　　　　　　　　　　　副分団長　　鈴　木　喜　徳　　　　分 団 長　　山　本　　　修
　　　　　　　　　　　班　　長　　國　井　利　宏　　　　分 団 長　　真　家　　　修
　　　　　　　　　　　班　　長　　上　野　則　夫　　　　班　　長　　土　井　大　亮
　　　　　　　　　　　分 団 長　　下　川　佳　久　　　　団　　員　　矢　口　　　実
　　　　　　　　　　　副分団長　　額　賀　　　透
　　　元玉里消防団　　団　　員　　山　口　敏　夫　　　　団　　員　　小　林　　　豊
　　　　　　　　　　　団　　員　　菅　谷　　　正

■日本消防協会長表彰■
　［功績章］
　　　小川消防団　　　副 団 長　　菊　池　広　己
　［精績章］
　　　美野里消防団　　副 団 長　　磯　邊　　　寛

■茨城県知事表彰■
　［永年勤続功労章］20 年以上
　　　玉里消防団　　　分 団 長　　小　松　達　也　　　　分 団 長　　渡　邉　正　吾
　　　　　　　　　　　部　　長　　高　橋　雅　和　　　　団　　員　　大　槻　　　清
　　　　　　　　　　　団　　員　　羽　生　　　勇　　　　団　　員　　西　村　浩　一

■茨城県消防協会長表彰■
　［永年勤続功労章］
　　　美野里消防団　　団　　長　　磯　辺　　　隆　　　　副 団 長　　磯　邊　　　寛
　　　　　　　　　　　副 団 長　　皆　藤　博　之　　　　部　　長　　木　村　五王進
　　　　　　　　　　　班　　長　　皆　藤　佳　一
　［功労章］
　　　小川消防団　　　指 導 員　　小仁所　　　浩
　　　玉里消防団　　　分 団 長　　小　松　達　也　　　　分 団 長　　橋　本　昌　己
　　　　　　　　　　　分 団 長　　遠　藤　信　明　　　　分 団 長　　笹　目　泰　敏
　　　　　　　　　　　分 団 長　　幡　谷　泰　明　　　　分 団 長　　中　田　一　郎
　　　　　　　　　　　分 団 長　　北　川　　　栄　　　　団　　長　　鯉　淵　義　昭
　［永年勤続消防団員妻女に対する感謝状］
　　磯　辺　喜代子　　　磯　邊　ふみ子　　　皆　藤　真　弓　　　木　村　初　枝

■茨城県消防協会県央支部長表彰■
　　　玉里消防団　　　班　　長　　橋　本　美　彦　　　　副分団長　　夏　井　義　一
　　　　　　　　　　　副分団長　　鈴　木　吉　男　　　　副分団長　　室　町　　　勤
　　　　　　　　　　　副分団長　　桜　井　　　清　　　　副分団長　　飯　野　孝　司
　　　　　　　　　　　副分団長　　小松崎　哲　男　　　　副分団長　　加　瀬　元　博
　　　　　　　　　　　副分団長　　幡　谷　悦　郎　　　　部　　長　　朝　倉　伸　司
　　　　　　　　　　　部　　長　　種　橋　隆　夫　　　　部　　長　　高見沢　　　誠
　　　　　　　　　　　部　　長　　西　村　哲　也　　　　部　　長　　矢　口　忠　一
　　　　　　　　　　　班　　長　　原　田　功　一　　　　班　　長　　石　井　勝　弘
　　　　　　　　　　　班　　長　　石　橋　幸　雄　　　　団　　員　　遠　藤　克　明
　　　　　　　　　　　団　　員　　塚　崎　聡　之　　　　団　　員　　羽　鳥　　　敏

出
初
式

　

1
月
7
日
、
無
災
害
・
無
火
災
を
願
い
、
小
美
玉
市
消
防
出
初
式
が
小
川
南
中
学
校
校
庭
に

お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

消
防
団
員
、
消
防
本
部
職
員
が
参
加
し
、
行
進
、
人
員
、
機
械
器

具
の
報
告
、
検
閲
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

功
労
者
等
の
表
彰
後
、
川
戸
地
内
の
鎌
田
川
に
て
放
水
式
を
行
い
ま
し
た
。

平成 19年 2月 15日　広報おみたま
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茨
城
県
火
災
予
防

　

 

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で

　
　
　
　

 

最
優
秀
賞
を
受
賞

■小美玉市長・消防長連名感謝状■
　［消防協力者］
　　井　坂　和　成　　内　田　芳　雄　　鈴　木　貞　夫　　原　田　　　勇　　小　松　美智子　　内　田　和　美　　
　　川　越　幸　子　　長　山　友　秋　　関　口　悦　子　　清　水　菊　枝　　皆　藤　美佐子　　伊　藤　一夫・俊子
　　大　野　正　昭　　山　本　秀　樹　　金　子　裕　吉　　添　田　　　猛　　野　村　南海子　　明　石　利　江
　　阿久津　敏　樹　　高　田　一　男　　仲　内　　　渉　　米　川　克　市　　石　川　せつ子　　幡　谷　卓　久　　
　　中　村　一　夫　　原　田　正　洋　　原　田　憲　一　　長谷川　コ　ト

■小美玉市消防長表彰■　10 年以上
　　　小川消防団　　　分 団 長　　高　野　雄　司　　　　分 団 長　　宇　田　正　則
　　　　　　　　　　　分 団 長　　石　井　利　行　　　　分 団 長　　佐　川　昭　一
　　　　　　　　　　　副分団長　　根　本　和　夫　　　　副分団長　　藤　田　浩　一
　　　　　　　　　　　副分団長　　松　本　隆　志　　　　副分団長　　榎　戸　純　一
　　　　　　　　　　　部　　長　　中　村　洋　一　　　　部　　長　　江　波　　　昇
　　　　　　　　　　　部　　長　　小松崎　孝　義　　　　部　　長　　沼　田　一　幸
　　　　　　　　　　　部　　長　　川　口　好　広　　　　班　　長　　沼　田　信　行
　　　　　　　　　　　班　　長　　長谷川　正　幸　　　　班　　長　　荻　沼　英　典
　　　　　　　　　　　団　　員　　折　笠　賢　一　　　　団　　員　　永　作　　　隆
　　　　　　　　　　　団　　員　　沼　田　政　勝　　　　団　　員　　石　嶋　利　之
　　　　　　　　　　　団　　員　　押　手　宏　友　　　　団　　員　　石　井　英　明
　　　　　　　　　　　団　　員　　水　野　勝　美　　　　団　　員　　桧　山　政　博
　　　　　　　　　　　団　　員　　清　水　直　樹　　　　団　　員　　植　田　賢　一
　　　　　　　　　　　団　　員　　伊　藤　昌　弘
　　　玉里消防団　　　分 団 長　　鯉　淵　義　昭　　　　副分団長　　藤　枝　信　幸
　　　　　　　　　　　班　　長　　野　坂　直　路　　　　団　　員　　小　吹　卓　央
　　　　　　　　　　　団　　員　　上　田　義　宗　　　　団　　員　　今　泉　修　治
　　　　　　　　　　　団　　員　　須賀田　謙　一　　　　団　　員　　山　口　信　一
　　　　　　　　　　　団　　員　　佐　藤　広　栄　　　　団　　員　　坂　　　茂　佳

■小美玉市連合消防団長表彰■
　［第 57 回茨城県消防ポンプ操法競技大会県央地区大会出場選手 11 名］
　　（ポンプ車操法の部）　美野里消防団　第 3 分団
　　　指 揮 者　　岡　崎　計　一　　　１ 番 員　　藤　井　　　豊　　　２ 番 員　　村　田　兼　一
　　　３ 番 員　　桜　井　清　美　　　４ 番 員　　中　山　浩　之　　　補 欠 員　　高　木　伸　明
　　（小型ポンプの部）　　玉里消防団　第 1分団 
　　　指 揮 者　　浅　野　正　行　　　１ 番 員　　加　瀬　元　博　　　２ 番 員　　市　村　和　則　
　　　３ 番 員　　笹　目　憲　司　　　補 欠 員　　服　部　和　也
 　［優良分団表彰］
　　小川消防団　第 8 分団
　　玉里消防団　第 3 分団

■小美玉市連合消防団長感謝状■
　［操法訓練等場所提供］
　　茨城県中央家畜市場　スーパーカドヤ（株）羽鳥東店　常陸小川農業協同組合

1
月
16
日
、
茨
城
県
庁
に
て
、
第
24
回
茨
城
県
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が
開
か
れ
、
玉
里
小
学
校
2
年
生
の
山
本
珠
紀

さ
ん
の
作
品
が
小
学
校
低
学
年
の
部
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
の
作
品
は
、
子
供
ら
し
い
生
き
生
き
と
し
た
絵
で
力
強
さ

が
あ
る
と
評
価
さ
れ
審
査
員
全
員
一
致
で
最
優
秀
賞
に
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
小
美
玉
市
か
ら
出
展
し
た
納
場
小
学
校
の
小
泉
千
佳
さ

ん
の
作
品
と
下
吉
影
小
学
校
の
大
曽
根
佳
胡
さ
ん
の
作
品
が
佳
作
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

受賞した山本 珠紀さんの作品

下吉影小学校　大曽根 佳胡さんの作品

納場小学校　小泉 千佳さんの作品

広報おみたま　平成 19年 2月 15日
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　1月7日、小川文化センターにおいて、小美玉市成人式典が開催されました。今年めでたく成人となった方は737人です。
華やかな振袖姿やスーツ姿に身を包んだ新成人が多数出席し、新たな門出を祝いました。
　式では、島田穣一市長の式辞の後、多数の来賓を代表して飯島利武市議会議長、小松正教育委員長、飯嶋淳選挙管理委
員長、宮代久也百里基地指令から新成人へお祝いの言葉が述べられました。これに応えて、新成人を代表して藤枝知華さん
と樋田卓也さんが感謝の言葉と今後の抱負を述べました。
　式と写真撮影を終えた後、新成人は同級生との久しぶりの再会を喜び、近況報告や思い出話に花を咲かせていました。

　1月7日、市内10ヶ所の小学校体育館で652名が参加し、一斉に新春の「書き初
め大会」が行われました。
　元気に会場に集まった子どもたちは、各自の課題に真剣に取り組み、時間をか
けて丁寧に作品を仕上げていました。
　市長賞、議会議長賞、教育長賞受賞者は次の通りです。（敬称略）

市長賞
　川 島　　  海（小  川  小1） 　高 木　　  遥（小  川  小2） 　井 元　陽 喜（小  川  小3） 　飯 田　 由 貴（野  田  小3）
　川 﨑　 成 美（野  田  小4） 　瀧 本　 結 衣（野  田  小5） 　荻 沼　弥 生（上  吉  小4） 　長 島　 歩 美（橘　　小5）
　山 下　 愛 里（橘　　小6） 　及 川　 瑠 奈（羽  鳥  小3） 　鈴 木　園 加（納  場  小6） 　飯 塚　 真 希（玉  里  小3）
　井 坂　 晴 香（小川南中1） 　長 島　 美 咲（小川南中1） 　永 田  あきは（小川南中2）
　樋 口　 詩 織（小川南中3） 　橋 本　 祥 子（小川北中2） 　八文字　祐希（小川北中2）
　鬼 澤　 美 香（小川北中3） 　郡 司　 祥 子（小川北中3）

議会議長賞
　小 松　 瑠 那（小  川  小3） 　谷 川　 史 恭（野  田  小3） 　荻 原　沙友里（橘　　小1） 　荻 原  由佳子（橘　　小5）
　林　　  千 捺（橘　　小5） 　亀 山　 彩 華（橘　　小6） 　文 倉　 花 菜（羽  鳥  小4） 　市 村　 悠 大（堅  倉  小2）
　本 田　香菜美（堅  倉  小5） 　狩 谷　 友 美（玉  里  小4） 　西 山　　  集（玉  里  小6） 　齋 藤　 雄 紀（玉里東小5）
　植 田　 由 美（小川南中2） 　村 山　 涼 子（小川南中2） 　上 野　　  花（小川南中3） 　川 崎　奈津美（小川北中1）
　田 﨑　 利 恵（小川北中3） 　前 田　 千 穂（美野里中1） 　久保田  海 璃（美野里中2） 　遠 藤　 有 紀（玉  里  中1）
　安 達　 和 晃（玉  里  中3）

教育長賞
　齋 藤　 磨 勲（小  川  小2） 　古宇田  昌 伸（小  川  小4） 　高 橋　 耀 平（小  川  小5） 　長谷部  里 美（野  田  小5）
　樫 村   ひかり（野  田  小6） 　谷 川　 公 祥（野  田  小6） 　押 手　 叶 美（上  吉  小4） 　重 藤　 恵 美（上  吉  小5）
　小仁所  香 奈（橘　　小4） 　加 藤　 結 花（納  場  小4） 　室 町  愛理子（玉里東小4） 　今 津　 佳 奈（小川南中1）
　井 坂　 静 香（小川南中1）　 上 野　　  栞（小川南中2） 　坂 本　 和 也（小川南中2） 　山 元　麻莉菜（小川南中2）
　笹 目  翔太郎（小川南中3）　 小 林　 青 空（小川北中1） 　菊 池　  り な（小川北中1） 　長谷川　   聡（玉  里  中1）
　田 村  菜々子（小川北中3）　 田 村　 昂 大（小川北中3）　 長 島　 未 咲（美野里中1）

成人式成人式成人式

書き初め大会書き初め大会書き初め大会

かい

な る み

あ い り

は る か

し お り

み　　か

る　　な

ち な つ

か　　な　　み

ゆ　　み

り　　え

か ず あ き

ま ひ ろ

か　　な

し ず か

しょうた ろう

な　　な　　こ

さとし

こ う だ い み さ き

あ お ぞ ら

しおり か ず や ま　　り　　な

ゆ　　か え　　り　　こ か　　な

え　　み

まさの ぶ

まさよし か な み

ようへ い さ と み

ち　　ほ か い り ゆ う き

り ょ う こ はな な　　つ　　み

と も み つどい ゆ う き

あ や か は　　な ゆ う だ い

ふ み のり さ　　ゆ　　り ゆ　　か　　こ

し ょ う こ

し ょ う こ ゆ　き

み さ き

る　　な そ の か

ゆ　　い

はるか は る き

や よ い あ ゆ み

ゆ　　き

ま　　き

平成 19年 2月 15日　広報おみたま
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　1月31日、小川文化センターを会場に、市内の中学2年生を
対象として、「立志のつどい」が開催されました。この催しは、成
長段階の一つの節目の行事として、生徒一人一人が夢を
もち、生き生きとした学校生活やさらに進んで社会生活
への参加が図れることをねらいとして、保護者・来賓
同席にて実施されました。式典終了後には、サッカー
解説者として多くのテレビ番組に出演している武田修
宏氏の記念講演会が行われ、夢に向かって励んできた
サッカー人生について、熱っぽく語られました。

　1月14日、下吉影小学校周辺を会場に常陸小川ライオンズクラブ、市教育
委員会共催による「新春ライオンズマラソン大会」が開催されました。
　上位入賞者は次の通りです。（敬称略）

【小学1年男子】 　①森 屋　 楓 土（上　吉　小）　②羽 石　 幹 洸（野　田　小）　③藤 崎　 叶 真（小　川　小）
【小学1年女子】 　①星 野　 莉 那（野　田　小）　②三 浦　 柚 希（羽　鳥　小）　③西 前　 輝 保（野　田　小）
【小学2年男子】 　①岡 崎　 雄 人（羽　鳥　小）　②田 中　 晃 仁（納　場　小）　③辰 見　 明 輝（竹　原　小）
【小学2年女子】 　①田 山  佑莉香（野　田　小）　②金 田　 千 里（羽　鳥　小）　③鬼 澤　 愛 良（橘　　　小）
【小学3年男子】 　①谷 川　 史 恭（野　田　小）　②甲　　  照 平（竹　原　小）　③稲 田　 康 二（竹　原　小）
【小学3年女子】 　①橋 本　 晴 佳（上　吉　小）　②荻 原  利江子（橘　　　小）　③清 水　 梨 加（小　川　小）
【小学4年男子】 　①坂 場　 功 司（上　吉　小）　②菅 井　 晃 平（橘　　　小）　③石 井　 悠 策（上　吉　小）
【小学4年女子】 　①金 田　 彩 花（羽　鳥　小）　②牧　   瑛梨奈（小　川　小）　③藤 平　 真 由（小　川　小）
【小学5年男子】 　①酒 寄　 祐 樹（竹　原　小）　②小田部　   司（下　吉　小）　③勝 河　 優 太（野　田　小）
【小学5年女子】 　①田 崎  香菜子（羽　生　小）　②中 村　 千 尋（橘　　　小）　③檜 山　 胡 桃（野　田　小）
【小学6年男子】 　①小野木　   俊（橘　　　小）　②富 塚　 修 平（橘　　　小）　③深 谷　 優 樹（橘　　　小）
【小学6年女子】 　①仲野谷  亜 由（岩間第３小）　②佐 藤　 初 音（下　吉　小）　③小松崎  未 歩（小　川　小）
【中学1年男子】 　①沼 田　 裕 也（小　川　北）　②星 野　 優 太（小　川　北）　③武 藤　 健 志（水  戸 ４ 中）
【中学１年女子】 　①羽 石　 千 紗（小　川　北）　②江 波　 佑 梨（小　川　北）　③近 藤　 志 穂（小　川　北）
【中学2･3年男子】 　①西　　  和 仁（小　川　北）　②織 田　　  樹（小　川　北）　③神 谷　 真 伍（小　川　北）
【中学2･3年女子】 　①檜 山　　  茜（小　川　北）　②藤 田　　  葵（小　川　北）　③冨 田　 京 子（小　川　北）
【一般男子】 　①生井沢  祐 一　　　　　　　②内 田　 正 直　　　　　　　③成 田　 清 和
【一般女子】 　①藤 田　 絹 代　　　　　　　②小野木  芳 枝　　　　　　　③伊 藤　 美 幸

立志のつどい立志のつどい立志のつどい

新春ライオンズマラソン大会新春ライオンズマラソン大会新春ライオンズマラソン大会

　1月8日、小美玉市及び小美玉市教育委員
会主催による新春歩け歩け大会が、カゴメ茨
城工場駐車場から愛宕山頂間約8.5ｋｍで
行われ、約400名が参加しました。開会式の
あと準備体操で体をほぐし、寒風の中、みん
な元気よく愛宕山頂を目指してがんばりまし
た。山頂では、おいしい豚汁が用意され、山
頂からの眺めを楽しみながらしばし歓談す
る姿が見られました。また、熱々の豚汁で、そ
れぞれ冷え切った体もほっかほっかと暖まっ
た様子でした。

新春歩け歩け大会新春歩け歩け大会新春歩け歩け大会

広報おみたま　平成 19年 2月 15日
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1
月
16
日
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊（
ハ
ッ
ス
ル
黄
門
※

助
さ
ん

格
さ
ん
サ
ポ
ー
タ
ー
等
）が
、
橘
小
学
校
と
玉
里
東
小
学
校
を
訪
れ
、「
ハ
ッ
ス
ル
き
っ
ず
隊
指

定
書
」
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

橘
小
学
校
と
玉
里
東
小
学
校
は
「
1
校
1
県
交
流
運
動
（
ハ
ッ
ス
ル
き
っ
ず
隊
）」
に
協
力

す
る
小
学
校
に
指
定
さ
れ
、
橘
小
学
校
は
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
参
加
す
る
富
山
県
の
選
手
団
、

玉
里
東
小
学
校
は
石
川
県
の
選
手
団
へ
の
応
援
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
4

月
か
ら
、
応
援
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
県
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
な
ど
を
学
習
し
、
そ
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
応
援
グ
ッ
ズ
の
作
成
な
ど
を
行
い
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
開
会
式
会
場
の
笠
松
運

動
公
園
で
、
選
手
団
へ
の
応
援
や
交
流
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７（
第
20
回
全
国
健
康
福
祉
祭
い
ば
ら
き
大
会
）
は
、
60
歳

以
上
の
方
々
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
芸
術
の
祭
典
で
、
11
月
10
日
か
ら
13
日
ま
で

県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
小
美
玉
市
で
は
、
11
月
11
日
に
小
川
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

民
謡
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

※助さん格さんサポーター
　助さん格さんサポーターは、県内全市町村から 88 名が委嘱
されており、大会終了までの間、地元市町村を中心に大会 PRな
どの活動を行っていただくものです。ねんりんピックキャラバ
ン隊の一員としても活躍しました。
　小美玉市では田谷清寿さんと大森修さんが委嘱されています。

　

小
美
玉
市
小
川
在
住
の
永
作
義
弘

さ
ん
が
、
県
展
入
選
15
回
を
記
念
し

て
、
こ
れ
ま
で
描
い
て
き
た
作
品
の

中
か
ら
50
号
サ
イ
ズ
の
大
き
な
日
本

画
を
小
美
玉
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
市
で
は
、
こ
の
作
品
を
小
川
文

化
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

作
品
の
題
名
は
「
東
北
の
春
」
こ
れ

は
平
成
13
年
度
茨
城
県
展
に
入
選
し

た
作
品
と
の
こ
と
で
す
。
永
作
さ
ん

は
、
約
20
年
ほ
ど
前
か
ら
日
本
画
を

習
い
始
め
、
農
林
水
産
大
臣
表
彰
や

数
々
の
賞
に
輝
き
、
時
折
個
展
な
ど

も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
作
品

の
す
ば
ら
し
さ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
大
賞
・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

　
　

近　

藤　

溪　

石

◆
特
選

　
　

島　

田　

草　

心

　
　

井　

上　

和　

舟

　
　

長
谷
川　

澍　

敬

　

12
月
23
日
、
県
立
小
川
高
校
体
育
館
に
お
い
て
小
美
玉
市
剣

道
連
盟（
西
野
侑
則
会
長
）主
催
に
よ
る
第
1
回
小
美
玉
市
小
中

学
生
親
善
剣
道
錬
成
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
県
内
友
好
団
体
36
チ
ー
ム
、
近
隣
市
町
村
中
学
生
14

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
に
わ
か
れ
、
剣
道
の
基
本
で
あ

る
「
切
り
返
し
」「
互
角
稽
古
」
の
判
定
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
美
野
里
中
学
校
B
チ
ー
ム
は
見
事
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

敢
闘
賞
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

　

小
学
生
の
部

　
　
　

片　

岡　

知　

史
（
玉
里
剣
友
会
少
年
部
）

     　

  

村　

田　

裕　

輔
（
納
場
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

    　

   

木
名
瀬　

一　

貴
（
堅
倉
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

    　

   

倉　

田　

純　

也
（
竹
原
少
年
剣
友
会
）

     　

  

赤　

津　

希　

海
（
小
川
少
年
剣
友
会
）

     　

  

浅　

野　

雄　

咲
（
堅
倉
会
）

      　

 

飯　

村　

達　

紀
（
小
川
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

     　

  

大　

倉　
　
　

翼
（
納
場
剣
友
会
）

      　

 

倉　

田　

純　

也
（
竹
原
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

　

中
学
生
の
部

　
　
　

西　
　
　

和　

仁
（
小
川
北
中
学
校
）

       　

小　

野　

木　

将
（
小
川
南
中
学
校
）

       　

松　

本　

一　

真
（
美
野
里
中
学
校
A
）

       　

浅　

野　

圭　

亮
（
常
陸
小
川
剣
修
会
）

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

小
・
中
学
生
親
善
剣
道
錬
成
大
会

日
本
画
を
寄
贈

日
本
書
作
院
展
入
賞
者

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

平成 19年 2月 15日　広報おみたま



15

　

1
月
17
日
か
ら
24
日
ま
で
、
や
す

ら
ぎ
の
里
小
川
で
、
小
美
玉
市
文

化
協
会
手
芸
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
る

「
ニ
ッ
ト
&
押
し
花
展
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
か
わ
い
い
押
し
花
を
使
っ

た
押
し
花
額
や
個
々
が
思
い
を
込

め
、
丁
寧
に
編
み
上
げ
た
セ
ー
タ
ー

や
ウ
ィ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
な
ど
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
作
品
が
た

く
さ
ん
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
方
々
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
17
日
、
玉
里
地
区
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
が
、
石
岡
警
察
署
と
合
同

で
年
末
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
し
た
。
山
口
隊
長
の
指
揮
下
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
乗
り
込
ん
だ

隊
員
ら
は
、
玉
里
総
合
支
所
を
出
発

し
て
要
所
で
の
立
哨
活
動
を
行
っ
た

ほ
か
、
防
犯
対
策
チ
ラ
シ
の
配
布
、

玉
里
駅
や
常
陸
小
川
駅
構
内
で
の
自

転
車
防
犯
診
断
を
行
い
ま
し
た
。
チ

ラ
シ
を
受
け
取
っ
た
市
民
か
ら
は
、

「
ご
苦
労
様
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
、

隊
員
ら
の
士
気
も
一
層
高
ま
り
、
巡

回
活
動
に
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
渡
邉
会
長
は
、「
日
ご
ろ
か

ら
「
見
せ
る
防
犯
活
動
」
に
主
眼
を

お
い
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
声
を
掛
け
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
今
後
の
活
動
に
も
熱
が
入
り
ま

す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
当
団
体

は
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
中
心
に
年

間
を
通
し
て
定
期
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

12
月
に
、石
岡
地
区
防
犯
協
会（
石

岡
警
察
署
）
か
ら
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

看
板
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
看
板
の

設
置
は
、
防
犯
意
識
を
高
め
よ
う
と

す
る
啓
発
の
一
環
で
、
石
岡
警
察
署

と
市
の
職
員
が
共
同
で
、
J
R
羽
鳥

駅
周
辺
や
鹿
島
鉄
道
常
陸
小
川
駅
、

そ
の
他
交
差
点
な
ど
市
内
各
所
に
設

置
し
ま
し
た
。

ニ
ッ
ト
&
押
し
花
展

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
看
板
設
置

が

ん

ば

っ

て

ま

す

八
幡
宮
宮
司
賞
受
賞
!

　

水
戸
八
幡
宮
菊
花
展
に
お
い
て

長
谷
川
文
彦
さ
ん
が
八
幡
宮
宮
司

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
長
谷
川
さ

ん
は
、
絵
画
や
陶
芸
に
お
い
て
も

個
展
を
開
く
な
ど
精
力
的
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

松川 日出美さん（右）

長谷川 文彦さん

県
知
事
特
別
賞
受
賞
!

　

ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
０
６
第
13
回
障
害
者
の
文

化
祭
「
書
道
・
写
真
の
部
」
に
お

い
て
松
川
日
出
美
さ
ん
が
県
知
事

特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

内村 幸蔵さん

　

小
美
玉
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
会
員

の
生
活
の
安
定
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
研
修
旅
行

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
約
90
名
の
会
員
が
い
ま
す
。
そ
の
会

員
の
中
で
次
の
3
名
の
方
が
各
分
野
で
活
躍
し
、
す
ば
ら
し
い
結
果
を
残
し

ま
し
た
。

第
6
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
活
躍
!

　

兵
庫
県
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
第

6
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

お
い
て
、
内
村
幸
蔵
さ
ん
が
陸
上
競
技

８
０
０
m
競
走
優
勝
、
１
０
０
m
競
走

準
優
勝
と
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

広報おみたま　平成 19年 2月 15日
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も
う
す
ぐ
3
月
。
3
月
3
日
と
い
え
ば
、「
桃
の
節
句
〜

ひ
な
ま
つ
り
」
で
す
。
そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
「
耳
の
日
」
で

も
あ
り
ま
す
ね
。「
耳
の
日
」
は
耳
鼻
科
学
会
が
音
頭
を
取

り
、
厚
生
省
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
一
般
の
人
々
が
耳

に
関
心
を
持
ち
、
耳
の
病
気
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
健
康

な
耳
を
持
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
、
耳
を
大
切
に
す
る
た

め
に
良
い
音
楽
を
聴
か
せ
て
耳
を
楽
し
ま
せ
て
あ
げ
る
た
め

に
、
あ
る
い
は
、
耳
の
不
自
由
な
人
々
に
対
す
る
社
会
的
な

関
心
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
今
回

は
こ
の
「
耳
の
日
」
に
ち
な
み
ま
し
て
、
栗
又
四
ケ
地
内
に

あ
る
「
耳み

み
ち
ょ守
神
社
」
の
伝
説
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
地
方
の
豪
族
の
娘
、
千
代
姫
は
生
ま
れ
な
が
ら
耳
が

聞
こ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
両
親
の
願
掛
け
も
あ
っ
て
、
病
は

治
り
ま
し
た
が
、
33
歳
で
風
邪
か
ら
の
病
で
床
に
伏
し
ま
し

た
。
死
が
近
い
こ
と
を
悟
っ
た
千
代
姫
は
「
わ
れ
亡
き
に
社

を
建
て
れ
ば
、
耳
の
病
を
守
護
せ
ん
」
と
両
親
に
遺
言
。
の

ち
に
娘
が
愛
用
し
た
鏡
を
ご
神
体
に
神
社
を
つ
く
っ
た
と
い

い
ま
す
。
神
社
は
、
安
土
桃
山
時
代
に
豪
族
の
勢
力
争
い
に

伴
い
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
地
元
の
人
た

ち
で
神
社
を
再
建
し
た
そ
う
で
す
。

　

地
元
で
は
こ
の
神
社
を
「
み
み
っ
ち
ょ
神
社
」
と
親
し
み

を
込
め
て
呼
ん
で
い
ま
す
。

拝
殿
の
扉
に
は
、
耳
の
通
り

が
よ
く
な
る
よ
う
に
と
い
う

願
い
か
ら
、
節
を
抜
い
た
竹

筒
に
ひ
も
を
通
し
た
願
掛
け

品
が
数
多
く
結
び
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
耳
の
病
に
ご
利

益
の
あ
る
神
社
と
し
て
全
国

で
も
珍
し
く
遠
方
か
ら
訪
れ

る
人
も
多
い
そ
う
で
す
。

　

1
月
13
日
、
や
す
ら
ぎ
の
里
小
川 

本
間
玄
琢
生
家
に
お
い
て
、
薬
草
研
究

会
の
皆
さ
ん
が
「
な
ら
せ
餅
」
を
作
り

ま
し
た
。「
な
ら
せ
餅
」
と
は
、
つ
い

た
餅
を
小
さ
く
ち
ぎ
っ
て
木
の
枝
に
な

ら
せ
て
（
付
け
て
）
い
き
、「
無
病
息
災
」

「
五
穀
豊
穣
」
を
願
う
昔
な
が
ら
の
風

習
で
す
。

　

薬
草
研
究
会
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
こ

の
「
な
ら
せ
餅
」
の
木
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
「
無
病
息
災
」「
五
穀
豊
穣
」

を
願
っ
て
市
役
所
の
ロ
ビ
ー
に
飾
ら
れ

ま
し
た
。

お
み
た
ま

お
み
た
ま
サ
プ
リ

　

サ
プ
リ
に
は
、「
付
録
、
補
足
」の
意
が
あ
り
ま
す
。
身
近
な
話
題
を
お
み

た
ま
サ
プ
リ
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

情
報
の
あ
る
方
は
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

もちつき会（玉里幼稚園） 納場コミュニティ白鳥を観る集い

八幡神社節分祭（高田・手堤） 貴船神社節分祭（部室）

市
内
探
訪 

1
・
2
月
編

市
内
探
訪 

1
・
2
月
編

市
内
探
訪 

1
・
2
月
編

市
内
を
ぐ
る
っ
と
し
て
み
た
ら
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

な
ら
せ
餅

携帯電話から市政情報がご覧になれます。
http://www.city.omitama.lg.jp/mobile/index.html
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